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は
じ
め
に

　
『
御
伽
人
形
』（
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉
刊
）
は
、
六
巻
六
冊
、
全

四
十
三
話
か
ら
成
る
、
上
方
系
怪
談
・
奇
談
浮
世
草
子
で
あ
る
。
作
者
の

苗
村
松
軒
は
、『
伊
勢
物
語
大
成
』（
元
禄
一
〇
年
〈
一
六
九
七
〉
刊
）
な

ど
を
著
し
、
和
歌
の
注
釈
を
行
っ
て
き
た
が
、
怪
談
・
奇
談
の
著
作
に
つ

い
て
は
、『
御
伽
人
形
』
の
み
が
確
認
で
き
る
。
別
人
と
理
解
さ
れ
て
き

た
苗
村
丈
伯
と
苗
村
松
軒
に
は
同
一
人
説
も
あ
る（

（
（

が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま

ず
措
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
『
御
伽
人
形
』
の
先
行
研
究
で
は
、
主
に
典
拠
と
の
比
較

を
と
お
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
花
田
富
二
夫
氏
は
、
巻
一
の
一
、
巻
四

の
二
、
巻
六
の
三
に
お
け
る
先
行
作
品
の
影
響
を
紹
介
し
て
い
る（

（
（

。
堤
邦

彦
氏
は
、
花
田
氏
が
指
摘
し
た
三
話
を
含
め
、
そ
の
他
の
典
拠
・
類
話
を

整
理
し
て
い
る
。
過
半
が
、『
因
果
物
語
』『
伽
婢
子
』『
宿
直
草
』『
狗
張

子
』『
諸
国
百
物
語
』『
百
物
語
評
判
』『
奇
異
雑
談
集
』
な
ど
の
寛
文
～

貞
享
期
の
諸
作
、
お
よ
び
『
古
今
犬
著
聞
集
』
の
伝
え
る
皿
屋
敷
伝
説
・

累
解
脱
譚
と
い
っ
た
近
世
説
話
に
着
想
し
て
い
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
素

材
面
か
ら
み
た
本
書
の
意
図
は
、
産
女
、
猫
又
、
累
伝
説
、
皿
屋
敷
伝
説
、

墓
中
出
生
譚
な
ど
、
世
上
に
流
布
し
た
先
行
作
品
と
、
そ
の
周
辺
に
位
置

す
る
近
世
説
話
の
翻
案
に
あ
る
と
考
察
し
、
流
布
し
た
怪
異
巷
説
を
簡
素

化
し
て
利
用
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
近
年
の
研
究
で
は
、
明
ら
か
に

な
っ
た
典
拠
を
踏
ま
え
て
、
徳
田
清
香
氏
が
『
御
伽
人
形
』
の
な
か
に
描

か
れ
た
怪
異
を
怪
異
別
に
論
じ
て
い
る（

（
（

。

　
『
御
伽
人
形
』
の
典
拠
・
類
話
に
つ
い
て
、
大
半
（
四
十
三
話
中
、

二
十
九
話
）
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、提
邦
彦
氏
の
「『
御
伽
人
形
』

考
」
の
論
考
以
降
、
新
た
な
典
拠
や
類
話
の
指
摘
が
ほ
ぼ
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
典
拠
不
明
だ
っ
た
話
を
取
り
上
げ
、
新

た
に
典
拠
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
典
拠
同
士
の
内
容
の
関
わ
り
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
。『
御
伽
人
形
』
の
典
拠
の
過
半
が
、
近
世
前
期
の
怪
異

小
説
に
着
想
を
得
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、『
古
今
著
聞
集
』『
宇
治
拾

『
御
伽
人
形
』
の
創
作
手
法
─
─
典
拠
と
の
関
わ
り
を
と
お
し
て

岡　

島　

由　

佳
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遺
物
語
』『
甲
陽
軍
鑑
』
な
ど
か
ら
の
利
用
も
確
認
で
き
る
こ
と
を
述
べ
る
。

『
御
伽
人
形
』
全
話
の
典
拠
・
類
話
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
に
典
拠
一

覧
表
を
付
し
た
。
典
拠
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、『
御
伽
人
形
』
の
創
作

手
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

一
、『
御
伽
人
形
』
の
内
容
─
─
怪
異
が
含
ま
れ
な
い
話

　

序
者
の
増
田
円
水
は
、「
松
軒
子
が
茶
呑
が
て
ら
。
耳
に
聞
、
目
に
見

し
怪
談
を
記
録
し
」（『
御
伽
人
形
』
序
）
た
と
記
す
が
、堤
精
二
氏
が
「
怪

談
を
扱
っ
て
い
な
い
話
も
あ
る（

（
（

」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
怪
異
が
含
ま
れ

な
い
話
は
、
四
十
三
話
中
、
四
話
（
巻
一
の
二
、
巻
二
の
二
、
巻
五
の
八
、

巻
三
の
一
。
巻
三
の
一
は
、
次
節
で
後
述
）
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
は
武
辺

咄
な
ど
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。
怪
談
・
奇
談
集
の
性
格
を
持
つ
作
品
は
、

怪
談
・
奇
談
に
関
す
る
話
に
研
究
が
偏
よ
る
傾
向
が
あ
る
が
、『
御
伽
人
形
』

全
体
か
ら
特
徴
を
分
析
す
る
た
め
に
、
以
下
、
怪
異
が
含
ま
れ
な
い
話
を

ま
ず
は
み
て
ゆ
く
。

　

巻
一
の
二
「
善
悪
の
道
踏
分
し
木
履
」
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

真
壁
平
四
郎
と
い
う
若
侍
が
主
人
の
御
供
を
す
る
が
、
雨
中
で
足
を
挫
き

木
履
の
鼻
緒
が
切
れ
た
主
人
が
腹
を
立
て
、
木
履
で
平
四
郎
を
打
擲
す
る
。

主
人
の
無
理
非
道
の
行
い
に
平
四
郎
は
堪
忍
な
ら
な
か
っ
た
が
、
怒
り
を

鎮
め
、
出
家
し
て
牧
尾
寺
で
昼
夜
修
行
に
励
み
、
そ
の
後
、
法
名
を
覚
玄

と
改
め
、
主
人
の
元
へ
立
ち
寄
り
、
以
前
の
木
履
を
取
り
出
し
て
、「
仏

種
は
縁
よ
り
お
こ
る
な
ら
ひ
」
だ
と
、
か
え
っ
て
主
人
に
感
謝
を
述
べ
る
。

　

本
話
は
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
九
・
浄
禅
三
之
一
「
奥
州
円
福
寺
沙

門
法
心
伝
」
に
お
い
て
、「
法
心
俗
ノ
名
は
平
四
郎
嘗
て
真
壁
の
郡
守
に

仕
ふ
。
郡
守
事
有
て
履
を
以
之
を
蹴
る
。
心
憤
然
と
し
て
世
を
厭
ふ
」
と

記
さ
れ
る
「
法
心
」
の
話
に
拠
っ
て
い
る（

（
（

。『
奥
の
細
道
』
に
は
「
瑞
岩

寺
に
詣
。
当
時
三
十
二
世
の
昔
、
真
壁
の
平
四
郎
出
家
し
て
入
唐
帰
朝
の

後
開
山
す
」
と
あ
る
。『
本
朝
高
僧
伝
』
に
伝
わ
る
内
容
と
『
御
伽
人
形
』

巻
一
の
二
は
、
大
枠
は
同
じ
で
あ
る
が
、
平
四
郎
の
伝
記
と
比
較
す
る
と
、

『
御
伽
人
形
』
は
「
牧
尾
寺
」
で
修
行
し
た
こ
と
や
、
与
え
ら
れ
た
法
名

に
違
い
が
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
真
壁
平
四
郎
と
木
履
に
ま
つ

わ
る
講
談
「
雲
居
禅
師
血
染
の
木
履
」
は
、
主
人
の
草
履
取
り
で
あ
っ
た

平
四
郎
が
、
主
人
の
木
履
を
尻
に
敷
い
て
い
た
と
誤
解
さ
れ
、
主
人
に
木

履
で
打
擲
さ
れ
た
こ
と
が
堪
忍
な
ら
ず
、
そ
の
後
、
出
家
し
て
修
行
に
励

み
、
法
心
の
名
を
与
え
ら
れ
、
国
師
の
位
に
な
っ
た
出
世
物
語
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
巻
二
の
二
「
大
将
の
兼
約
は
千
枚
道
具
」
は
、
天
正
の
は
じ
め
、

「
柴
田
一
益
」
が
、
関
八
州
を
治
め
た
褒
美
と
し
て
信
長
秘
蔵
の
「
う
ば

ぐ
ち
の
茶
壺
」
を
拝
領
し
た
話
で
あ
る
。『
御
伽
人
形
』
で
は
、「
信
玄
公

そ
の
武
勇
の
た
く
ま
し
き
事
か
ん
じ
給
ひ
、
手
づ
か
ら
茶
壺
取
出
さ
せ
給

ひ
て
、
い
く
と
せ
か
馴
て
久
し
き
う
ば
口
を
人
に
す
は
せ
ん
こ
と
を
し
ぞ

思
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。「
柴
田
一
益
」
が
信
長
秘
蔵
の
姥
口
釜
を
所
望
し
、

褒
美
と
し
て
茶
壺
を
渡
し
た
の
が
、「
信
玄
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
類
話
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
茶
窓
閑
話
』
で
は
、「
信
長
公
」

か
ら
「
姥
口
と
い
ふ
釜
」
が
「
柴
田
修
理
亮
勝
家
」
へ
と
下
賜
さ
れ
て
い

る（
（
（

。
こ
の
他
に『
当
代
記
』の
天
正
九
年
二
月
二
十
四
日
の
記
事
に
も『
茶
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窓
閑
話
』
と
同
様
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
右
二
つ
と
『
御

伽
人
形
』
巻
二
の
二
と
は
、
人
名
に
違
い
が
あ
る
が
、
茶
器
を
下
賜
す
る

話
か
ら
は
、
当
時
の
戦
国
武
将
に
と
っ
て
、
茶
器
は
非
常
に
価
値
あ
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

　

三
つ
め
に
、
巻
五
の
八
「
看
板
に
偽
あ
る
鸚
鵡
太
夫
」
は
、『
百
ひ
ゃ
く

登な
り

瓢
ひ
や
う

覃た
ん

』（
元
禄
一
四
年
〈
一
七
〇
一
〉）
巻
五
の
十
七
「
孔
雀
太
夫
」
の
、
女

が
若
衆
と
偽
っ
て
い
た
孔
雀
太
夫
の
話
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

怪
異
が
含
ま
れ
な
い
四
話
中
、
三
話
に
つ
い
て
新
た
に
指
摘
し
た
典
拠

や
類
話
と
思
し
き
話
と
比
較
す
る
と
、
人
物
名
は
伝
承
ど
お
り
に
記
さ
ず
、

改
変
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
典
拠
を
利
用
し
つ
つ
も
、
そ

の
ま
ま
記
さ
ず
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
『
御
伽
人
形
』
の
創
作
手
法
と
い

え
る
。

　

次
節
で
、怪
異
を
含
ま
な
い
残
り
一
話
（
巻
三
の
一
）
に
つ
い
て
は
、『
甲

陽
軍
鑑
』
と
の
関
わ
り
を
と
お
し
て
み
て
ゆ
く
。

二
、『
御
伽
人
形
』
に
お
け
る
『
甲
陽
軍
艦
』
の
利
用

　

巻
三
の
一
「
法
師
の
腕
だ
て
寺
跡
論
」
は
、
信
玄
公
の
城
下
、
妙
国
寺

の
兄
弟
子
教
知
と
弟
弟
子
教
山
に
よ
る
寺
跡
問
題
を
、
四
人
の
奉
行
が
裁

き
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
原
美
濃
守
、
小
原
金
弥
、
山
形
が
聞
き
、
原

美
濃
守
が
批
評
し
た
話
で
あ
る
。
原
美
濃
守
が
、
四
奉
行
の
公
事
に
つ
い

て
「
一
人
〳
〵
の
心
入
を
評
し
て
見
る
に
、
大
ば
が
悪
も
観
音
の
じ
ひ
、

は
ん
と
く
が
ぐ
ち
も
も
ん
じ
ゆ
の
ち
ゑ
と
わ
か
つ
た
り
」
と
述
べ
る
。

「
提だ
い

婆ば

が
悪あ
く

も
観
音
の
慈
悲
、
槃は
ん

特ど
く

が
愚ぐ

痴ち

も
文
殊
の
知
恵
」
と
は
、
提

婆
の
よ
う
な
悪
人
も
、
大
慈
大
悲
の
観
世
音
と
同
じ
こ
と
で
成
仏
で
き
、

槃
特
の
よ
う
な
愚
鈍
な
者
も
大
悟
す
れ
ば
、
智
恵
あ
る
文
殊
と
同
じ
こ
と

だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
山
形
が
そ
の
批
評
の
真
意
を
問
う
と
、
原
美
濃

守
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

一
ば
ん
の
御
奉ぶ

行ぎ
や
う、「

あ
に
弟で

子し

か
た
に
慥
た
し
か

成な
る

ゆ
づ
り
状じ
や
うあ

る
う
へ

は
、
論ろ
ん

す
る
に
及お
よ
ばす

」
と
の
給
ひ
し
は
、
大
ば
が
あ
く
、
二
ば
ん
め

の
御
奉ふ

行
「
い
や
〳
〵
両り
や
う

方ほ
う

に
ゆ
づ
り
状じ
や
うあ

れ
ば
、
左さ

は
成な
る

ま
じ
」

と
申
さ
れ
し
は
、
観
く
は
ん

音を
ん

の
じ
ひ
、
三
ば
ん
め
の
御
ぶ
行ぎ
や
う、「

両
ほ
う

共
に
ゆ
づ
り
状
あ
る
う
へ
は
何
と
も
わ
け
が
た
し
。
我
等
の
し
あ
ん

に
お
ち
ず
」
と
の
た
ま
ひ
し
は
、
は
ん
ど
く
が
ぐ
ち
、
四
ば
ん
め
の

御
奉
行
、「
あ
に
で
し
は
、
も
は
や
三
年
寺
を
も
ち
し
事
な
れ
ば
、

ゐ
ん
き
よ
い
た
し
、
お
と
ゝ
弟
子
に
寺
を
ゆ
づ
り
や
し
な
は
れ
よ
」

と
の
た
ま
ひ
し
は
、
も
ん
じ
ゆ
の
ち
ゑ
也

原
美
濃
守
は
、
四
奉
行
の
公
事
の
う
ち
、
四
番
目
の
奉
行
が
、
兄
弟
子
は

三
年
の
間
、住
持
と
な
っ
た
の
で
隠
居
し
、弟
弟
子
に
寺
を
譲
る
よ
う
語
っ

た
裁
き
を
最
も
評
価
し
て
い
る
。

　

本
話
は
、『
甲
陽
軍
鑑
』
品
第
四
十
八
巻
十
八
の
九
「
信
州
更
級
出
家

公
事
之
事（

（
（

」
と
の
関
わ
り
を
見
い
だ
せ
る
。
梗
概
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

信
州
更
級
真
光
寺
と
い
う
律
宗
の
寺
に
、
円
蔵
院
と
い
う
住
持
が
い
た
。

二
人
の
弟
子
を
持
ち
、
兄
弟
子
を
善
万
坊
、
弟
弟
子
を
り
ん
せ
つ
と
い
う
。

円
蔵
院
は
弟
弟
子
に
跡
を
継
が
せ
よ
う
と
考
え
、
り
ん
せ
つ
を
学
問
修
行

に
出
す
が
、
そ
の
間
に
円
蔵
院
は
亡
く
な
り
、
兄
弟
子
が
跡
を
継
ぐ
こ
と

に
な
る
。
修
行
か
ら
戻
っ
た
弟
弟
子
と
、
兄
弟
子
は
寺
跡
に
つ
い
て
公
事
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を
す
る
。
そ
の
と
き
の
四
奉
行
が
、「
今
井
伊
勢
守
、
武
藤
三
河
守
、
桜

井
あ
き
の
守
、
今
福
浄
閑
」
で
あ
る
。
今
福
浄
閑
は
、「
此
寺
ハ
弟
で
し

の
寺
」
で
あ
る
と
裁
き
、
桜
井
あ
き
の
守
は
、
兄
弟
子
が
「
む
ち
僧
」
で

あ
っ
て
も
、
粗
く
あ
て
が
っ
て
は
慈
悲
に
欠
け
る
と
裁
く
。
武
藤
三
河
守

は
、
弟
弟
子
が
学
問
修
行
ゆ
え
に
、
師
匠
の
死
に
目
に
会
え
な
か
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
兄
弟
子
が
、
師
匠
の
末
期
の
約
束
ゆ
え
寺
を
建
立
し
た
こ
と

を
、
双
方
に
道
理
が
あ
る
と
、
善
悪
の
分
別
も
な
い
裁
き
を
す
る
。
今
井

伊
勢
守
は
、
善
方
坊
は
四
五
年
も
こ
の
寺
に
住
み
、
六
十
歳
に
な
る
か
ら
、

り
ん
せ
つ
に
跡
を
譲
り
、
弟
弟
子
は
、
兄
弟
子
を
敬
っ
て
、
師
匠
の
形
見

だ
と
思
っ
て
、
寺
を
一
つ
兄
弟
子
に
与
え
る
よ
う
に
言
う
。

　

こ
の
公
事
の
翌
日
、
四
奉
行
の
裁
き
を
批
判
し
て
み
よ
、
と
内
藤
修
理

に
言
わ
れ
た
横
田
十
郎
兵
衛
は
、「
今
福
浄
関
の
あ
ら
き
さ
ば
き
は
大
ば
、

桜
井
殿
左
右
方
ぶ
じ
に
と
有
は
く
わ
ん
を
ん
、
武
藤
三
河
、
両
方
理
な
り

と
分
別
わ
か
ら
ぬ
は
は
ん
ど
く
、
今
井
伊
勢
守
こ
と
〴
〵
く
理
非
を
わ
け

ら
る
ゝ
は
も
ん
じ
ゆ
」
と
裁
定
す
る
。

　
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
内
容
と
、『
御
伽
人
形
』
巻
三
の
一
の
内
容
は
、
寺
や

兄
弟
弟
子
、
四
奉
行
、
公
事
を
聞
い
た
武
将
や
、
そ
の
公
事
を
批
評
し
た

武
将
の
名
前
も
異
な
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
。『
甲
陽
軍
艦
』

で
も
、
四
番
目
の
奉
行
（
今
井
伊
勢
守
）
の
裁
き
を
四
奉
行
の
う
ち
で
最

も
評
価
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
こ
の
兄
弟
弟
子
の
寺
跡
争
い

の
公
事
に
関
す
る
話
を
、
信
玄
の
同
席
す
る
夜
話
で
語
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
十
四
の
該
当
箇
所
を
次
に
引
用
す
る
。

あ
る
夜
、
信
玄
公
御
前
ニ
而
、
夜
る
の
御
放
ニ
、
長
坂
長
閑
申
上
る
ハ
、

「
信
州
さ
ら
し
な
、
り
つ
そ
う
出
家
の
公
事
、
今
福
浄
関
あ
ら
く
さ

ば
き
、
桜
井
あ
き
の
守
じ
ひ
に
、
武
藤
三
河
分
別
な
き
さ
ば
き
あ
る

を
、
今
井
伊
勢
守
こ
と
〴
〵
く
理
非
わ
け
た
る
儀
、
横
田
彦
十
郎
に
、

「
ひ
は
ん
し
て
見
よ
」
と
、
ざ
れ
事
な
が
ら
内
藤
修
理
正
申
せ
ば
、

彦
十
郎
則
ひ
は
ん
し
て
い
わ
く
、「
大
ば
が
あ
く
も
く
わ
ん
を
ん
の

じ
ひ
、
は
ん
ど
く
が
ぐ
ち
も
も
ん
じ
ゆ
の
ち
へ
」
と
沙
汰
仕
り
候
」

と
長
坂
長
閑
申
せ
ば
、
信
玄
公
き
こ
し
め
し
大
き
に
よ
ろ
こ
び

寺
跡
を
争
っ
た
兄
弟
弟
子
の
公
事
を
裁
い
た
四
奉
行
に
対
す
る
横
田
の
才

覚
あ
る
批
評
を
聞
い
た
信
玄
は
、大
い
に
喜
ん
だ
と
い
う
。夜
話
で
は
、「
御

伽
」
と
し
て
、
怪
談
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
公
事
に
関
す
る
批
評
が
語

ら
れ
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

三
、『
御
伽
人
形
』
の
信
玄
に
ま
つ
わ
る
話
と
『
甲
陽
軍
艦
』

　

と
こ
ろ
で
、
怪
異
の
要
素
が
な
い
巻
三
の
一
だ
け
で
な
く
、
信
玄
公
の

城
下
で
あ
る
「
甲
斐
」
が
舞
台
で
、
な
お
か
つ
、
武
田
信
玄
と
の
関
わ
り

の
あ
る
話
（
巻
一
の
一
、
巻
二
の
一
、
巻
三
の
一
、
巻
四
の
八
）
に
注
目
す

れ
ば
、そ
れ
ら
は
す
べ
て
『
甲
陽
軍
鑑
』
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

巻
一
の
一
「
思
立
矢
あ
や
ま
た
ぬ
拳
」
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

甲
斐
信
玄
公
の
城
下
に
、
油
屋
勘
助
と
い
う
有
徳
人
の
女
房
が
い
た
。
女

房
は
難
産
の
末
に
亡
く
な
り
、
恵
林
寺
に
葬
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
柿
の

木
の
も
と
に
来
て
泣
き
叫
ぶ
。
陰
陽
師
が
弔
っ
た
が
験
が
な
い
。
信
玄
の

家
臣
山
形
三
郎
兵
衛
が
、
ひ
そ
か
に
勘
助
の
家
に
来
て
、
化
生
の
胴
中
を

射
抜
い
た
。
信
玄
は
正
体
に
名
前
を
付
け
よ
と
命
じ
た
が
、
誰
も
わ
か
ら
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な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
板
坂
法
印
が
、『
本
草
綱
目
』
を
引
い
て
、
難
産
で

死
ん
だ
産
女
（
姑
獲
鳥
）
で
あ
る
と
解
き
明
か
す
。
信
玄
は
、
板
坂
法
印

の
博
学
ぶ
り
を
感
心
し
、
三
百
貫
の
知
行
を
加
増
し
た
。

　

他
作
品
で
信
玄
が
登
場
す
る
怪
談
で
は
、
怪
異
の
正
体
を
見
極
め
る
名

将
と
し
て
書
か
れ
る
話
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、西
鶴『
新
可
笑
記
』（
元

禄
元
年
〈
一
六
八
八
〉）
巻
四
の
二
「
歌
の
姿
の
美
女
二
人
」
の
末
尾
に

記
す
の
は
、
離
魂
病
に
よ
っ
て
分
身
し
た
家
臣
の
女
房
の
う
ち
、
ど
ち
ら

が
怪
異
か
を
暴
く
た
め
、
狸
の
嫌
が
る
青
松
葉
を
折
り
く
べ
て
煙
ら
せ
、

信
玄
が
正
体
を
見
抜
い
た
話
で
あ
る
。
同
想
の
話
は
、金き
ん

蛇だ

観か
ん

主し
ゅ

翁お
う

著『
雪

窓
夜
話
』（
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉
刊
）
巻
二
「
智ち

勇ゆ
う

劈さ
く
る

二

異い
び
や
う
を病

一

之の

説せ
つ

」
に
も
確
認
で
き
る
。
離
魂
病
に
よ
っ
て
分
身
し
た
家
臣
の
女
房
を
馬

屋
に
つ
な
ぎ
止
め
、
蚊
が
刺
し
た
ほ
う
が
化
物
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
信

玄
の
正
し
い
眼
力
を
褒
め
た
二
話
に
対
し
て
、『
御
伽
人
形
』
巻
一
の
一

に
お
い
て
は
、
信
玄
も
「
化
生
」
の
正
体
を
知
ら
な
い
一
人
で
あ
り
、
信

玄
の
名
将
ぶ
り
は
封
印
し
、
板
坂
法
印
の
博
学
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

板
坂
法
印
と
は
、『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
八
に
記
さ
れ
る
、
十
二
名
の
信
玄

の
御
伽
衆
の
う
ち
の
一
人
で
あ
り
、
侍
医
と
し
て
信
玄
に
仕
え
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。『
御
伽
人
形
』
巻
一
の
一
の
類
話
と
し
て
指
摘
さ
れ
る（

（1
（

『
奇

異
雑
談
集
』
で
は
、
産
女
の
正
体
を
『
本
草
綱
目
』
を
引
き
な
が
ら
解
き

明
か
す
の
は
「
古
老
」
で
あ
る
。
一
方
『
御
伽
人
形
』
で
は
、「
板
坂
法
印
」

と
い
う
御
伽
衆
を
設
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
巻
頭
話
は
、
信
玄
の
周
辺

に
存
在
す
る
人
物
を
描
き
、
な
お
か
つ
怪
異
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
御

伽
衆
の
博
学
を
強
調
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
え
る
。
御
伽
衆
は
、

将
軍
や
大
名
の
見
聞
を
広
め
る
た
め
に
「
伽
」
を
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。

例
え
ば
、『
御
伽
人
形
』
の
作
中
に
は
、「
夜
話
」（
巻
一
の
三
・
巻
一
の
四
）

や
、「
御
は
な
し
の
衆
さ
し
つ
と
ひ
」（
巻
四
の
一
）、
怪
談
・
奇
談
を
目

撃
し
た
話
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
書
名
に
「
御
伽
」
と
冠
し
、
巻
頭
話
に

御
伽
衆
が
登
場
す
る
『
御
伽
人
形
』
は
、「
御
伽
衆
」
に
よ
っ
て
、
語
ら

れ
た
「
御
伽
」
の
要
素
も
強
い
と
思
わ
れ
る
。

　

続
い
て
、『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
一
は
、『
狗
張
子
』
巻
二
の
四
も
流
用

し
た
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
記
述
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
一
の
原
隼
人
の
墓
中
出
生
譚
は
、『
狗
張
子
』
巻
二

の
四
「
原
隼
人
佐
謫
仙
」
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
が
堤
邦
彦
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。『
狗
張
子
』
巻
二
の
四
は
、『
伽
婢
子
』
巻
五
の
四
「
原

隼
人
佐
鬼
胎
」
と
つ
な
が
り
の
あ
る
話
で
あ
る
。『
狗
張
子
』
巻
二
の
四

に
つ
い
て
江
本
裕
氏
は
、「
明
ら
か
に
『
伽
婢
子
』
の
続
編
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
が
、
本
作
で
は
明
暦
二
年
版
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
記
事
か
ら
流
用

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
多
く
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
ま

た
「『
伽
婢
子
』
で
異
常
出
生
し
た
主
人
公
の
造
形
を
『
甲
陽
軍
鑑
』
の

記
事
に
よ
っ
て
補
」っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、『
狗
張
子
』

巻
二
の
四
を
利
用
し
た『
御
伽
人
形
』の
信
玄
に
ま
つ
わ
る
話
も
ま
た『
甲

陽
軍
鑑
』
を
利
用
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
も
、巻
四
の
八
は
、信
玄
と
関
わ
り
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
百

物
語
評
判
』
四
の
八
が
「
導
入
部
の
み
」
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た（

（1
（

。

一
部
で
あ
る
が
、『
甲
陽
軍
艦
』
巻
十
一
・
六
十
六
と
の
関
連
が
指
摘
で
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き
る
。
以
下
、
二
話
を
比
較
し
て
み
て
ゆ
く
（
以
下
、
傍
線
筆
者
）。

『
御
伽
人
形
』
巻
四
の
八
「
伽
藍
の
第
一
雪
隠
の
棟
上
」

源
の
よ
し
つ
ね
雪
隠
へ
行
給
ふ
た
び
ご
と
に
「
山
へ
ゆ
か
ん
」
と
仰

ら
れ
し
を
、
か
め
ゐ
・
か
た
を
か
・
い
せ
・
す
る
が
「
い
か
成
事
や

ら
ん
」
と
ふ
し
ん
は
れ
や
ら
ざ
り
し
が
、
あ
り
と
き
へ
ん
け
い
大
将

に
む
か
い
、「
い
つ
も
雪
隠
へ
御
座
の
と
き
、
山
へ
ゆ
か
ん
と
仰
ら

れ
し
ば
、
い
か
成
故
事
に
て
候
は
ん
や
」
と
御
た
づ
ね
申
あ
く
れ
ば
、

よ
し
つ
ね
う
ち
わ
ら
い
給
ひ
、「
草
木
か
た
へ
ぬ
と
い
ふ
心
じ
や
」

と
の
た
ま
へ
ば
、
を
の
〳
〵
腹
を
か
ゝ
へ
と
よ
め
き
わ
ら
ひ
け
る
と

な
ん
。

『
甲
陽
軍
艦
』
巻
十
一
・
六
十
六
「
甲
府
御
館
御
か
ん
じ
よ
之
事
」

し
か
れ
ば
、信
玄
公
、か
ん
じ
よ
を
「
山
」
と
被
レ

仰
候
故
、甲
州
各
々

「
山
」
と
申
候
。「
誰
人
も
何
と
申
す
候
こ
と
ゝ
、
山
の
こ
じ
、
信
玄

公
へ
と
い
申
人
な
く
し
て
、
終
に
し
ら
れ
ず
」
と
、（
中
略
）
其
後
、

長
阪
源
五
郎
に
と
へ
ば
、
源
五
郎
は
、「
ど
う
り
か
な
、
山
に
ハ
く

さ
木
が
た
ゑ
ぬ
」
と
申
ス
。
小
山
田
彦
三
郎
に
と
へ
ば
、「
に
わ
ふ

も
の
た
へ
ず
」
と
申
候
。

右
の
二
話
の
傍
線
箇
所
に
注
目
す
る
と
、
な
ぜ
雪
隠
・
閑
所
（
筆
者
注
：
雪

隠
）
を
「
山
」
と
呼
ぶ
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
草
木
（
臭
き
）

が
た
へ
ぬ
」
と
答
え
て
い
る
。
大
き
く
異
な
る
の
は
、『
御
伽
人
形
』
で
は
、

源
義
経
が
発
言
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
人
名
を
書
き
換
え
る
の
は
、

『
御
伽
人
形
』
の
創
作
手
法
で
あ
る
と
本
稿
で
確
認
し
て
き
た
と
お
り
で

あ
る
。
人
名
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
笑
話
的
要
素
の
あ
る
信
玄
に
ま
つ

わ
る
話
も
『
甲
陽
軍
鑑
』
か
ら
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

四
、�「
ハ
ナ
シ
」
の
素
材
─
─
説
話
を
組
み
合
わ
せ
た
話

　

先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、『
御
伽
人
形
』
の
過
半
が
、『
因
果
物
語
』『
伽

婢
子
』『
狗
張
子
』『
諸
国
百
物
語
』『
百
物
語
評
判
』『
奇
異
雑
談
集
』
等

の
寛
文
か
ら
貞
享
期
の
諸
作
で
あ
る
近
世
説
話
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
と

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
異
論
は
な
い
が
、
前
節
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、

信
玄
に
ま
つ
わ
る
話
で
は
、『
甲
陽
軍
鑑
』
と
い
っ
た
軍
学
書
か
ら
も
、

武
田
家
周
辺
の
武
辺
咄
や
笑
話
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

本
節
で
は
、
近
世
期
以
前
に
成
立
し
た
説
話
集
か
ら
の
利
用
が
確
認
で

き
る
話
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
に
論
じ
る
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
は
、
こ
れ
ま
で
典

拠
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
話
で
あ
る
。
典
拠
を
と
お
し
て
『
御
伽
人

形
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。

Ⅰ
、『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
三
「
力
こ
ぶ
出
す
ぐ
れ
た
高
名
」

　

巻
二
の
三
「
力
こ
ぶ
出
す
ぐ
れ
た
高
名
」
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

越
前
の
国
の
有
信
が
、
禁
裏
へ
相
撲
の
た
め
に
上
る
折
、
涼
を
求
め
て
池

に
足
を
入
れ
て
い
る
と
、
蛇
が
足
に
纏
い
つ
き
、
水
中
に
引
き
入
れ
よ
う

と
す
る
。
蛇
と
男
の
力
比
べ
が
水
中
で
行
わ
れ
、
蛇
の
胴
体
が
真
二
つ
に

ち
ぎ
れ
る
。
有
信
の
力
は
、
七
十
五
人
で
縄
を
引
か
せ
た
同
程
度
と
わ
か

り
、
人
に
劣
ら
な
い
力
だ
と
思
っ
て
慢
心
し
な
が
ら
、
里
を
離
れ
て
い
く
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と
、
二
十
歳
ほ
ど
の
美
し
い
女
が
磐
根
の
水
を
汲
み
、
頭
に
桶
を
抱
え
て

い
る
。
有
信
は
、
そ
の
女
に
心
惹
か
れ
、
家
へ
と
つ
い
て
い
く
と
、
女
か

ら
高
慢
に
な
っ
て
相
撲
を
取
る
こ
と
を
戒
め
ら
れ
、
強
飯
を
噛
み
割
っ
て

喰
う
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
女
の
腕
か
ら
力
瘤
を
与
え
ら
れ
た
。

　

本
話
は
、
前
半
の
有
信
と
蛇
と
の
力
比
べ
を
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
第

十
四
の
第
三
「
経
頼
蛇
に
あ
ふ
事
」
か
ら
、
後
半
の
美
し
い
大
力
の
女
の

話
を
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
（
相
撲
強
力
第
十
五
）
三
七
七
「
佐
伯
氏

長
強
力
の
女
大
井
子
に
遭
ふ
事
並
び
に
大
井
子
水
論
し
て
力
を
顕
す
事
」

か
ら
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
典
拠
は
、ど
ち
ら
も
「
相
撲
」「
大

力
」
が
関
係
す
る
話
で
あ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
第
十
四
の
第
三
で
は
、

経
頼
と
い
う
相
撲
取
り
を
蛇
が
川
へ
引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
の
で
、
力
強

く
踏
ん
張
る
と
蛇
が
真
二
つ
に
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
縄
を
経
頼
の
足
に
つ

け
、
六
十
人
ほ
ど
で
引
っ
張
っ
て
み
る
と
、
経
頼
の
力
は
、
百
人
程
度
の

力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
と
い
う
話
で
あ
る（

（1
（

。

　

後
半
の
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
（
相
撲
強
力
第
十
五
）
三
七
七
は
、

佐
伯
氏
長
が
、
相
撲
の
節
に
召
さ
れ
て
、
越
前
か
ら
上
る
と
き
に
、
近
江

国
で
水
を
汲
む
「
き
よ
げ
な
る
女
」
に
出
会
う
。
氏
長
は
そ
の
女
に
惹
か

れ
、
女
の
家
に
向
か
う
。
氏
長
が
相
撲
の
節
で
招
か
れ
て
い
く
こ
と
を
語

る
と
、
女
は
力
の
付
く
よ
う
に
養
お
う
と
言
っ
て
、
そ
の
夜
か
ら
「
こ
は

き
飯
」
を
与
え
る
。
七
日
も
過
ぎ
る
と
、
よ
う
や
く
噛
め
る
よ
う
に
な
り
、

二
十
一
日
も
経
つ
と
、
み
ご
と
に
嚙
み
砕
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
話
で
あ
る
。『
昔
物
語
治
聞
集（

（1
（

』
に
は
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
第

十
（
相
撲
強
力
第
十
五
）
三
七
七
の
後
半
に
該
当
す
る
、
大
井
子
の
水
論

の
箇
所
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
三
も
同
様
に
記
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
古
今
著
聞
集
』
の
利
用
で
は
な
く
、『
昔
物
語

治
聞
集
』
か
ら
の
利
用
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
三
と
典
拠
と
は
何
が
違
う
の
か
。『
宇
治

拾
遺
物
語
』
で
は
、
蛇
と
の
力
比
べ
に
勝
っ
た
経
頼
の
力
に
対
し
て
、
百

人
力
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
の
『
御
伽
人
形
』

に
お
い
て
は
、
蛇
と
の
力
比
べ
に
勝
っ
た
有
信
は
「
慢
心
」
を
起
こ
し
て

い
た
が
、
女
が
慢
心
を
慎
む
よ
う
に
言
っ
て
突
き
出
す
か
と
思
う
と
、
有

信
は
山
中
に
呆
然
と
立
っ
て
い
た
の
で
、「
扨
は
我
力
を
日
比
か
う
ま
ん

せ
し
ゆ
へ
、
天
狗
の
し
よ
ゐ
」
で
は
な
い
か
と
得
心
す
る
。「
慢
心
」
の

者
に
対
し
て
、「
万
に
自
慢
す
べ
き
こ
と
有
ま
じ
き
事
成
べ
し
」
と
、
話

の
末
尾
に
教
訓
的
言
辞
が
記
さ
れ
る
点
が
、
典
拠
と
の
最
大
の
違
い
で
あ

る
。
武
勇
を
誇
る
話
か
ら
、
慢
心
を
防
ぐ
教
訓
的
な
話
へ
と
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

Ⅱ
、『
御
伽
人
形
』
巻
五
の
二
「
因
幡
国
鳥
取
の
沢
大
蛇
」

　

巻
五
の
二
「
因
幡
国
鳥
取
の
沢
大
蛇
」
も
典
拠
不
明
の
話
で
あ
る
。
内

容
は
、
次
の
と
お
り
。

　

因
幡
国
鳥
取
の
城
下
に
あ
る
池
に
は
大
蛇
が
棲
む
た
め
、
人
々
は
恐
れ

て
い
た
。
日
頃
か
ら
力
自
慢
の
紙
屋
与
三
兵
衛
が
熱
湯
を
大
蛇
に
か
け
、

退
治
し
た
後
、
七
日
さ
ら
し
て
土
中
に
埋
め
た
。
そ
こ
へ
山
伏
が
現
れ
、

祟
り
に
合
わ
な
い
方
法
と
し
て
大
蛇
の
両
目
に
針
を
刺
す
こ
と
を
教
え
る
。
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そ
の
と
お
り
に
す
る
と
、
与
三
兵
衛
の
両
目
が
痛
み
出
し
、
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。「
武
に
あ
ら
ず
し
て
い
わ
れ
ざ
る
武
へ
ん
を
こ
の
み
し
ゆ
へ
、

は
や
く
む
く
ひ
の
来
り
け
る
よ
」
と
、
人
は
蛇
の
祟
り
を
恐
れ
た
。

　

大
蛇
に
熱
湯
を
か
け
て
退
治
し
た
話
は
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
第

二
十
・
六
九
九
「
建
保
の
比
北
小
路
堀
河
邊
の
女
熱
湯
を
注
ぎ
て
蛇
を
殺

し
祟
り
に
依
り
て
死
す
る
事
」
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

女
が
湯
を
沸
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
三
尺
ほ
ど
の
蛇
が
釜
の
前
に
あ
る

鼠
の
穴
に
入
っ
た
。
隣
の
女
は
、
蛇
の
入
っ
た
穴
に
湯
を
入
れ
て
処
理
す

る
よ
う
教
え
、
女
が
湯
を
穴
に
入
れ
る
と
蛇
は
「
び
り
〳
〵
」
と
体
を
震

わ
せ
て
死
ん
だ
。
翌
日
、
隣
の
女
は
煩
い
、
熱
い
と
叫
ぶ
。
修
験
者
が
祈

祷
す
る
と
、
蛇
の
霊
が
隣
の
女
に
乗
り
移
り
、
蛇
が
焼
け
た
だ
れ
た
の
と

同
じ
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
話
で
あ
る
。
蛇
に
熱
湯
を
か
け
、
そ
の
後
、
蛇

の
祟
り
に
合
う
点
が
『
御
伽
人
形
』
巻
五
の
二
前
半
部
と
一
致
す
る
。

　

後
半
の
、
山
伏
が
現
れ
、
大
蛇
の
眼
に
針
を
刺
す
と
、
力
自
慢
の
男
の

眼
が
痛
み
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
話
は
、
次
の
『
因
府
夜
話
』（
元
文
五

年
〈
一
七
四
〇
〉
～
寛
延
三
年
〈
一
七
五
〇
〉）
が
類
話
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る（

（1
（

。
長
い
が
確
認
の
た
め
引
用
す
る
。

『
因
府
夜
話
』（
鳥
取
県
立
図
書
館
所
蔵
本
）
上
「
平
尾
氏
、
軒
二

大

蛇
一

事
」

昔
、
平
尾
某
と
い
う
人
あ
り
、
三
州
（
空
白
）
と
云
所
に
居
た
り
け

る
、
或
時
下
部
女
近
き
あ
た
り
の
河
に
衣
服
を
洗
ひ
に
行
く
が
、
急

に
逃
帰
り
、
戸
を
立
て
い
ふ
や
う
、
大
蛇
只
今
我
を
追
来
れ
り
、
御

用
心
あ
れ
が
し
と
い
ふ
、
平
尾
氏
折
節
家
に
あ
り
合
せ
、
其
蛇
は
何

方
ぞ
と
云
所
に
、
其
家
の
搏は

風ふ

よ
り
頭
を
さ
し
入
、
梁
の
上
に
這
入

た
り
、
其
頭
大
に
し
て
、
画
に
書
た
る
龍
の
如
し
、
平
尾
氏
聞
え
た

る
武
功
の
人
に
て
、
忽
刀
を
抜
て
其
頭
を
斬
落
す
、
大
石
な
ど
の
落

た
る
如
く
座
席
に
響
き
て
落
ぬ
。
扨
其
あ
た
り
の
人
雲
の
如
く
集
り
、

是
を
見
る
、
其
中
に
山
伏
壱
人
あ
り
け
る
が
、
平
尾
に
い
ふ
様
、
加

様
の
者
に
は
必
ず
雄
雌
あ
り
て
、
た
ゝ
り
を
な
す
事
あ
り
、
我
記
念

し
て
跡
の
た
ゝ
り
を
止
め
ん
と
云
、
平
尾
兎
も
角
も
頼
み
け
れ
は
、

針
を
弐
本
給
は
り
候
へ
と
て
、
其
針
に
て
其
蛇
の
眼
を
さ
し
、
暇
乞

し
て
帰
り
け
る
。
其
日
よ
り
平
尾
氏
両
眼
つ
ぶ
れ
て
、
日
月
の
光
を

見
る
事
な
し
。
三
年
過
て
元
の
如
く
に
明
か
に
な
り
し
と
い
へ
り
。

此
山
伏
は
、
其
蛇
の
雄
か
雌
に
て
有
け
る
な
る
べ
し
。
一
説
に
其
蛇

を
斬
た
る
刀
を
三
州
鳳
来
寺
に
峰
の
薬
師
に
納
む
と
云
り
。
一
説
に

美
濃
大
垣
に
被
成
御
座
候
時
の
事
な
り
と
も
云
、
平
尾
喜
左
衛
門
と

云
は
、
其
子
孫
な
り
と
ぞ
。

平
尾
某
が
蛇
を
殺
し
た
後
、
山
伏
が
現
れ
、
針
で
蛇
の
眼
を
刺
す
と
蛇
の

祟
り
に
合
わ
な
い
と
教
え
る
。
山
伏
が
蛇
の
眼
に
針
を
刺
す
と
、
平
尾
氏

の
眼
が
痛
み
出
し
て
失
明
す
る
。
こ
の
内
容
が
、『
御
伽
人
形
』
巻
五
の

二
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。『
因
府
夜
話
』（
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉
〜
寛
延

三
年
〈
一
七
五
〇
〉）
は
、
因
幡
地
方
で
語
ら
れ
て
い
た
怪
談
・
奇
談
な

ど
を
収
め
た
も
の
で
、『
御
伽
人
形
』
よ
り
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

話
の
舞
台
や
内
容
の
類
似
か
ら
、
因
幡
地
方
で
古
く
よ
り
口
承
で
伝
わ
っ

て
い
た
話
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、『
御
伽
人
形
』
巻
五
の
二
の
話

が
因
幡
地
方
ま
で
伝
播
す
る
過
程
で
、
元
の
話
に
「
蛇
の
雄
雌
」
に
関
す
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る
記
述
が
付
加
さ
れ
、
増
幅
し
な
が
ら
広
ま
っ
た
か
と
推
察
す
る
。

　
『
御
伽
人
形
』
巻
五
の
二
の
前
半
と
後
半
の
話
に
は
、「
蛇
を
殺
し
た
祟

り
で
亡
く
な
る
」
と
い
う
共
通
し
た
典
拠
が
存
在
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て

一
話
に
成
し
た
と
い
え
よ
う
。
説
話
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
説
話
同
士
の
内
容
に
共
通
項
が
あ
り
、
そ
の
点
が
『
御
伽
人

形
』
の
典
拠
利
用
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

Ⅲ
、『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
四
「
智
信
勇
三
徳
の
武
士
」

　

次
に
、
巻
二
の
四
「
智
信
勇
三
徳
の
武
士
」
の
話
を
取
り
上
げ
る
。
本

話
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
二
の
一
〇
が
、
前
半
の
典
拠
と
言
わ
れ
て
い

る（
（1
（

。
前
半
は
、
平
井
保
昌
が
御
所
か
ら
の
帰
途
、
盗
人
に
襲
わ
れ
る
が
、

睨
む
と
盗
人
は
震
え
て
立
ち
す
く
み
、そ
の
後
、盗
人
に
絹
を
与
え
て
や
っ

た
話
で
あ
る
。
後
半
の
典
拠
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

四
節
の
Ⅰ
、
Ⅱ
で
は
、
説
話
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
た
場
合
の
特
徴

と
し
て
、
説
話
同
士
の
内
容
に
共
通
項
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
で

に
典
拠
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
複
数
話
を
利
用
し
た
典
拠
同
士
の
内
容

の
共
通
項
の
有
無
を
も
確
認
し
、
巻
二
の
四
の
後
半
の
典
拠
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
巻
一
の
一
は
、「
産
女
（
姑
獲
鳥
）」
を
扱
っ
た
複
数
話
の
利
用

が
確
認
で
き
る
。
巻
一
の
四
は
、『
宿
直
草
』
巻
五
の
十
一
「
五
音
を
き
ゝ

し
る
事
」
と
『
宿
直
草
』
巻
五
の
十
二
「
堪
忍
ゆ
へ
に
徳
を
と
る
事
」
を

利
用
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。『
宿
直
草
』
巻
五

の
十
一
、十
二
は
前
後
の
話
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、共
通
し
て「
妻
の
密
通
」

に
つ
い
て
記
し
た
内
容
で
も
あ
る（

（1
（

。
笑
話
の
要
素
と
、
密
通
さ
れ
た
夫
が

「
女
敵
討
ち
」
を
せ
ず
に
、
僧
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
利
用
し
て
金
を
得
る

奇
策
を
取
り
込
ん
で
一
話
に
し
て
い
る
。『
御
伽
人
形
』
巻
五
の
七
は
、

前
半
を
『
諸
国
百
物
語
』
巻
二
の
九
、
後
半
を
『
諸
国
百
物
語
』
巻
五
の

十
八
か
ら
利
用
し
た
話
で
あ
る
。
典
拠
の
二
話
に
共
通
す
る
の
は
、
亡
妻

の
後
妻
に
対
す
る
「
嫉
妬
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
御
伽
人
形
』
で
は
、
前
半
と
後
半
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
典
拠
を
借
り
て
作
ら
れ
た
話
で
あ
っ
て
も
、
共
通
し
た
話
材
を
掛
け
合

わ
せ
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
創
作
手
法
が
巻

二
の
四
の
後
半
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
前
半
と
後
半
に

共
通
す
る
の
は
、
盗
人
に
対
し
て
「
武
勇
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
四
の
後
半
を
見
て
み
よ
う
。
娘
は
容
顔

美
麗
で
、
か
つ
武
勇
、
大
力
は
親
に
も
勝
っ
て
い
る
こ
と
、「
強
盗
」
が

家
に
入
っ
て
娘
を
脅
し
て
も
、
う
ろ
た
え
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
含
ん
だ
話
と
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
十
三

の
六
・
一
六
六
「
大
井
光
遠
妹
力
つ
よ
き
事
」
を
典
拠
と
指
摘
で
き
よ
う
。

女
の
見
目
も
よ
く
、
怪
力
で
、
動
じ
て
い
な
い
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

巻
の
つ
な
が
り
に
注
目
す
れ
ば
、『
御
伽
人
形
』
巻
二
の
三
後
半
の
典
拠

と
し
て
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
（
相
撲
強
力
第
十
五
）
三
七
七
「
佐
伯

氏
長
強
力
の
女
大
井
子
に
遭
ふ
事
並
び
に
大
井
子
水
論
し
て
力
を
顕
す

事
」
を
指
摘
し
た
が
、
巻
二
の
三
後
半
の
典
拠
は
、
巻
二
の
三
の
み
な
ら

ず
、
巻
二
の
四
後
半
の
典
拠
と
も
「
大
井
」
で
つ
な
が
る
。
ま
た
、
本
節
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四
の
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
で
取
り
上
げ
た
話
（
巻
二
の
三
、
巻
五
の
二
前
半
、
巻
二

の
四
）
は
『
昔
物
語
治
聞
集
』
で
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
説
話

集
を
作
者
が
参
考
に
し
て
作
中
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
典
拠
の
指
摘
の
な
か
っ
た
話
を
中
心
に
取
り

上
げ
、
新
た
に
典
拠
を
指
摘
し
な
が
ら
、『
御
伽
人
形
』
の
特
徴
を
概
観

し
て
き
た
。

　

作
品
内
に
は
、
武
田
信
玄
、
織
田
信
長
、
明
智
光
秀
、
武
田
信
玄
の
家

臣
、
茶
人
、
御
伽
衆
、
源
義
経
、
佐
藤
忠
信
、
次
信
な
ど
の
、
歴
史
上
の

大
名
、
武
将
の
名
を
確
認
で
き
る
が
、
伝
承
や
典
拠
と
思
し
き
話
と
比
較

す
る
と
、
人
物
名
を
変
え
て
い
る
箇
所
も
散
見
で
き
、
歴
史
の
事
実
を
正

し
く
伝
え
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
名
前
や
場
所
な
ど

細
か
な
部
分
は
ず
ら
し
つ
つ
、
読
者
の
耳
目
を
集
め
る
話
を
収
め
る
こ
と

を
主
眼
に
据
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
上
の
人
物
の
な
か
で
も
、
信

玄
に
ま
つ
わ
る
話
は
巻
の
顔
と
も
い
え
る
巻
頭
話
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
、『
甲
陽
軍
鑑
』
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、『
御
伽
人
形
』
の
一
話
に
は
、
前
半
と
後
半
で
別
の
説
話
が
取
り

込
ま
れ
て
い
た
。
近
世
以
前
に
成
立
し
て
い
た
説
話
集
で
は
、『
宇
治
拾

遺
物
語
』『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
か
ら
の
利
用
を
指
摘
し
た
が
、あ
る
い
は
、

そ
れ
ら
の
話
を
収
め
た
『
昔
物
語
治
聞
集
』
か
ら
の
利
用
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
既
刊
の
説
話
を
利
用
し
、
前
半
と
後
半
を
共
通
す
る

話
題
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
再
構
成
し
、
典
拠
と
は
異
な
る
新
た
な
一
話
に
作

り
替
え
る
こ
と
が
『
御
伽
人
形
』
の
創
作
手
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

元
禄
か
ら
宝
永
期
は
、
仮
名
草
子
の
時
代
に
続
く
、
第
二
の
怪
異
小
説

ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
西
鶴
以
後
の
小
説
界
は
奇
談
・
怪
談
物
浮
世
草
子
の

復
調
期
と
言
わ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
強
氏
は
、
元
禄
か
ら
宝
永
の
時
期
の

奇
談
・
怪
談
物
浮
世
草
子
の
特
徴
は
、
和
漢
の
典
籍
を
駆
使
し
た
知
識
性

の
標
榜
や
、
教
訓
啓
蒙
の
姿
勢
、
あ
る
い
は
先
行
小
説
か
ら
の
転
用
や
再

構
成
と
い
っ
た
手
法
が
全
般
に
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う（

（1
（

。
長
谷
川
氏
の
指

摘
ど
お
り
、
典
拠
と
の
比
較
を
と
お
し
て
分
析
す
る
と
、『
御
伽
人
形
』

に
お
い
て
も
、
既
刊
の
話
を
二
次
利
用
し
な
が
ら
、「
ハ
ナ
シ
」
を
書
き

記
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
新
味
に
欠
け
る
部
分
も

あ
る
。
篠
原
進
氏
が
一
七
〇
一
〜
〇
六
年
ま
で
の
浮
世
草
子
四
二
作
を
爼

上
に
載
せ
、
試
行
錯
誤
す
る
様
子
を
展
望
し
た
結
果
、
西
鶴
の
小
説
と
比

し
て
『
御
伽
人
形
』
も
ま
た
「
未
熟
」
な
作
品
と
評
す（

（2
（

如
く
で
あ
る
。

　

野
田
寿
雄
氏
は
、
西
鶴
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
浮
世
草
子
に
つ
い
て
、「
西

鶴
死
ん
で
、
浮
世
草
子
は
八
文
字
本
や
西
沢
一
風
に
受
け
継
が
れ
た
け
れ

ど
も
、
そ
の
作
は
西
鶴
を
凌
駕
す
る
こ
と
な
く
、
浮
世
草
子
そ
れ
自
体
に

も
生
気
が
無
く
な
っ
て
来
た
。
そ
の
と
き
ま
た
、
か
え
っ
て
怪
異
小
説
が

製
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
拾
遺
御
伽
婢
子
』（
宝
永
一〈
一
七
〇
四
〉）『
御

伽
人
形
』（
宝
永
二
〈
一
七
〇
五
〉）〈
中
略
〉
と
い
う
ふ
う
に
怪
異
小
説

が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
西
鶴
の
こ
ろ
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
、

話
し
の
提
供
で
は
な
く
、
む
し
ろ
浮
世
草
子
の
混
乱
、
あ
る
い
は
そ
の
行

き
づ
ま
り
の
打
開
と
い
う
形
で
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
特
に

怪
談
流
行
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い（

（2
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
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元
禄
か
ら
宝
永
に
か
け
て
、
多
く
の
怪
異
小
説
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
事

実
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
低
迷
し
た
浮
世
草
子
の
問
題
が
絡
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
元
禄
か
ら
宝
永
時
代
の
浮
世
草
子
の
評
価
か
ら

見
れ
ば
、『
御
伽
人
形
』
も
ま
た
、
売
れ
っ
子
作
家
に
は
劣
る
マ
イ
ナ
ー

作
家
に
よ
る
怪
談
・
奇
談
物
浮
世
草
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
書
承
、
口
承
に
よ
る
説
話
を
そ
の
ま
ま
利
用
せ
ず
、
名
前
や
地
名

の
変
更
を
し
、
話
の
前
半
と
後
半
に
共
通
す
る
話
題
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

新
た
な
一
話
に
成
す
『
御
伽
人
形
』
の
創
作
手
法
は
、
当
時
の
低
調
な
浮

世
草
子
作
品
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
方
法
を
模
索
し
た
結
果
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。『
御
伽
人
形
』
よ
り
二
、三
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
、
書
名
に
「
御

伽
」
と
冠
す
る
『
御
前
於
伽
』（
一
七
〇
二
年
刊
）
や
『
拾
遺
御
伽
婢
子
』

（
一
七
〇
四
年
刊
）
が
、『
訓
蒙
故
事
要
言
』（
一
六
九
四
年
刊
）
な
ど
の

類
書
か
ら
一
部
変
更
程
度
の
改
変
で
典
拠
を
利
用
し
、
翻
案
し
て
い
る
方

法
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。『
御
伽
人
形
』
に
は
、「
夜
話
」
や
「
御
伽
衆
」

の
話
題
に
上
っ
た
話
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
御
伽
」
の
持
つ
、
自

己
の
見
聞
を
広
め
る
た
め
に
様
々
な
話
を
聞
か
せ
る
情
報
交
換
の
目
的
が

あ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
怪
談
の
み
な
ら
ず
、
奇
談
や
笑

話
を
含
め
た
本
書
は
、「
ハ
ナ
シ
」
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
っ

て
作
ら
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。

　
『
御
伽
人
形
』
の
書
名
に
つ
い
て
は
、
高
田
衛
氏
が
、「『
御
伽
人
形
』

の
タ
イ
ト
ル
は
、
浅
井
了
意
の
『
伽
婢
子
』
の
題
名
を
踏
襲
し
た
も
の
で

あ
る
。
了
意
の
い
う
「
婢
子
」
と
は
、「
婢
子
人
形
」
の
こ
と
で
、
一
首

の
縫
い
ぐ
る
み
人
形
の
こ
と
で
あ
る
が
、
小
児
の
夜
泣
き
を
防
ぎ
、
ま
た

夜
の
安
全
を
は
か
る
た
め
に
、
幼
児
の
部
屋
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
タ
イ
ト
ル
に
し
て
、
当
時
の
奇
談
の
集
成
、
そ
し
て
娯

楽
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
『
伽
婢
子
』
の
意
味
を
併
せ
て
述
べ
て

い
る
。『
伽
婢
子
』
に
つ
い
て
は
、
潁
原
退
蔵
氏
が
、「「
御
伽
」
の
話
の

意
を
匂
わ
せ
た
書
名
で
も
あ
る
か（

（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

怪
談
の
要
素
が
極
め
て
少
な
い
咄
や
武
辺
咄
、
出
世
話
、
笑
話
、
奇
談
、

怪
談
で
構
成
さ
れ
た
『
御
伽
人
形
』
と
は
、
戦
国
大
名
や
将
軍
の
側
に
仕

え
た
「
御
伽
衆
」
た
ち
が
語
る
「
御
伽
」
の
話
と
、
娯
楽
を
重
視
し
て
作

ら
れ
た
話
と
が
重
な
り
あ
っ
た
作
品
だ
と
い
え
よ
う
。
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【
典
拠
一
覧
表
】

＊
提
邦
彦
氏
が
作
成
し
た
「『
御
伽
人
形
』
考
─
─
初
期
怪
異
小
説
の
ゆ
く
え
」（『
江
戸
の
怪
異
譚
』
所
収
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）
の
典
拠
一

覧
を
参
考
に
、
新
た
に
指
摘
で
き
る
典
拠
を
加
え
て
作
成
し
た
。

巻

場
所

話
の
分
類

典
拠
既
指
摘

類
話
既
指
摘

新
指
摘

一
の
一

甲
斐

産
女
・
姑

獲
鳥

（
前
半
）『
宿
直
草
』
三
の
二
・
五
の
一
、（
後
半
）

『
本
草
綱
目
』・『
奇
異
雑
談
集
』
四
の
四

一
の
二

関
東
・
都
・

牧
尾
寺

出
世
譚

『
本
朝
高
僧
伝
』  

一
の
三

北
国
禅
寺

猫
ま
た

『
多
満
寸
太
礼
』
四
の
三

一
の
四

奈
良
の
都

密
通

（
前
半
）『
宿
直
草
』
五
の
十
一
、（
後
半
）『
宿

直
草
』
五
の
十
二

一
の
五

津
の
国
富

田
庄
・
越

前

離
魂（
蛙
）
『
宿
直
草
』
三
の
十
一

一
の
六

不
明

盲
人
・
怪

力

一
の
七

宇
治
の
里

奇
縁

『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
一
の
三

『
観
化
一
声
電
』

二
の
一

甲
斐

墓
中
出
生

譚

『
狗
張
子
』
二
の
四

『
甲
陽
軍
鑑
』
品
第
一
七

二
の
二

甲
斐

茶
器
下
賜

『
茶
窓
閑
話
』

『
当
代
記
』
天
正
九
年
二
月
二
十
四
日
の
記
事

二
の
三

越
前
・
都

怪
力

（
前
半
）『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
第
十
四
の
第
三
、

『
昔
物
語
治
聞
集
』
巻
四
の
第
十
四
、（
後
半
）

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
・
三
七
七
、『
昔
物

語
治
聞
集
』
巻
二
の
第
四
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二
の
四

不
明

怪
力

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
二
の
一
〇
（
部
分
的
依
拠
）

（
後
半
）『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
十
三
の
六
・

一
六
六
、『
昔
物
語
治
聞
集
」
巻
二
の
第
十
三

二
の
五

不
明

賢
女

吉
野
太
夫
説
話

二
の
六

大
坂
・
秋

田
・
醍
醐

山

蛇
体

『
因
果
物
語
』（
平
仮
名
本
一
の
一
、
片
仮
名

本
上
の
五
）

二
の
七

西
の
岡

古
狸

『
宿
直
草
』
三
の
二

三
の
一

甲
斐

寺
跡
論

　
　

『
甲
陽
軍
艦
』
品
第
四
十
八
巻
十
八
の
九

三
の
二

不
明

妬
み

『
古
今
犬
著
聞
集
』
一
二
、『
諸
国
百
物
語
』

四
の
十
七
、『
本
朝
故
事
因
縁
集
』
一
四
二

皿
屋
敷
伝
説

三
の
三

高
野
山

蛇
柳

蛇
柳
伝
説

三
の
四

金
峰
山

天
狗

『
新
御
伽
婢
子
』
四
の
三
、『
宗
祇
諸
国
物
語
』

二
の
三

三
の
五

江
戸
・
都

狐

『
江
戸
砂
子
』、『
三
州
奇
談
』
な
ど
に
所
収
の

熊
谷
稲
荷
の
由
来

三
の
六

東
福
寺

寺
の
利
生

『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
四
「
承
天
寺
」、『
京

童
』
第
四
、『
洛
陽
名
所
集
』
巻
五

三
の
七

稲
荷
大
明

神

奇
特

『
神
社
啓
蒙
』、『
本
朝
諸
社
一
覧
』、『
武
家
重

宝
記
』
四
の
一
、『
扶
桑
怪
談
弁
述
鈔
』
四
六
『
京
童
』
第
四
、『
洛
陽
名
所
集
』
巻
五

四
の
一

都
中
京
・

二
条
通
・

清
水
寺

人
魂

『
袋
草
子
』
巻
四
「
見
人
魂
歌
」（
部
分
的
）

四
の
二

伊
賀
名

張
・
四
条

河
原

幻
術

『
新
語
園
』
一
〇
の
四
一
、『
五
雑
俎
』
六
（『
伽

婢
子
』
七
の
三
）

『
古
今
堪
忍
記
』
四
の
四
、『
玉
箒
木
』
三
の
三
、

『
醍
醐
随
筆
』

四
の
三

比
叡
山

転
生

明
智
坊
伝
説
（
雍
州
府
志
一
〇
）
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四
の
四

都
宇
治
の

里
大
道
寺

村
・
平
等

院

念
仏
の
功

力

四
の
五

都
新
町

夢
中
の
告

げ

四
の
六

松
野
村

累
物

『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』

『
古
今
犬
著
聞
集
』
一
二

四
の
七

竹
田
・
川

原
お
も
て

灯
明
の
火

の
魂

『
宿
直
草
』
五
の
三
、『
百
物
語
評
判
』
三
の
七
・

四
の
九
、『
新
御
伽
婢
子
』
三
の
八
、『
西
鶴

諸
国
は
な
し
』
五
の
六
、『
本
朝
故
事
因
縁
集
』

五
七
・
九
一

『
東
海
道
名
所
記
』
巻
六
、『
河
内
国
名
所
鑑
』

巻
五
「
姥
が
火
」

四
の
八

大
阪
中
之

嶋

蘇
生

『
百
物
語
評
判
』
四
の
八
（
導
入
部
の
み
）

譚
海
一
二

『
甲
陽
軍
艦
』
巻
十
一
・
六
十
六

五
の
一

下
嵯
峨

蘇
生

五
の
二

因
幡
鳥
取

大
蛇
報
復

（
前
半
）『
古
今
著
聞
集
』巻
第
二
十
・
六
九
九
、

『
昔
物
語
治
聞
集
』
巻
三
の
第
七
、（
後
半
）『
因

府
夜
話
』
上
「
平
尾
氏
、
軒
二

大
蛇
一

事
」

五
の
三

北
国
阿
曽

沼

鴛
鴦

（『
古
今
著
聞
集
』
二
〇
）、『
沙
石
集
』
七
、『
本

朝
故
事
因
縁
集
』
一
一
七

『
法
華
経
直
談
鈔
』
一
〇
、『
一
休
諸
国
物
語
』

三
の
一
五
、（『
因
果
物
語
』
片
仮
名
本
中
の

九
）、（『
新
御
伽
婢
子
』
二
の
九
）、
阿
曽
沼

伝
説

五
の
四

伊
勢
国
神

路
山

蟒
蛇

五
の
五

都
渋
谷
街

道

石
塔
の
霊
『
拾
椎
雑
話
』
二
五

『
雍
州
府
志
』
巻
十
「
陵
墓
門
」

五
の
六

安
芸
広
島

石
塔
の
霊
『
武
者
物
語
之
抄
』
五

『
芸
備
国
郡
志
』「
可
児
才
蔵
」
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【
注
】

（
1
）	

石
田
礼
以
菜
「
苗
村
丈
伯
の
著
作
に
つ
い
て
」（『
三
田
國
文
』
六
七
号
、

二
〇
二
二
年
十
二
月
）。

（
2
）	

花
田
富
二
夫
「『
御
伽
人
形
』
の
一
典
拠
」（『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
一
号
、

柳
門
舎
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
）。

（
3
）	

提
邦
彦
「『
御
伽
人
形
』
考

─
初
期
怪
異
小
説
の
ゆ
く
え
」（『
江
戸
の

怪
異
譚
』
所
収
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
堤
邦
彦
「
熊
谷
稲
荷
の
唱

導
と
文
芸
」（『
朱
』
第
五
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）。

五
の
七

洛
東
知
恩

院
町

亡
妻
執
心
（
前
半
）『
諸
国
百
物
語
』二
の
九
、（
後
半
）『
諸

国
百
物
語
』
五
の
一
八

五
の
八

下
京
辺

偽
り

『
百
登
瓢
覃
』
巻
五
の
十
七

五
の
九

上
京
中
立

売

生
霊
・
腫

物

『
伽
婢
子
』
十
三
の
三
、『
諸
国
百
物
語
』
四

の
十
四

六
の
一

北
山

転
生

『
奇
異
雑
談
集
』
一
の
二
、『
宗
祇
諸
国
物
語
』
一

の
六

六
の
二

洛
陽
の

西
・
大
宮

辺

僧
の
一
念

和
歌
利
用
『
伽
婢
子
』
巻
三
の
三
、『
伽
婢
子
』

巻
八
の
三

六
の
三

肥
前
島
原

島
原
伝
承
『
因
果
物
語
』
片
仮
名
本
上
の
一
三
、『
因
果

物
語
』
平
仮
名
本
三
の
一
四

六
の
四

近
江
唐
崎

大
蛇
退
治
『
宿
直
草
』
三
の
八

六
の
五

信
濃
・
善

光
寺

兄
妹
自
害

（
4
）	

徳
田
清
香「『
御
伽
人
形
』に
お
け
る
猫
の
怪
異
」（『K

GU

比
較
文
化
論
集
』

九
巻
、
二
〇
一
八
年
）、「『
御
伽
人
形
』
に
お
け
る
狐
の
怪
異
」（『K

GU

比

較
文
化
論
集
』
十
巻
、
二
〇
一
九
年
）、「『
御
伽
人
形
』
に
お
け
る
蛇
の
怪
異
」

（『K
GU

比
較
文
化
論
集
』
十
一
巻
、
二
〇
二
〇
年
）、「『
御
伽
人
形
』
に
お

け
る
う
ぶ
め
の
怪
異
」（『K

GU

比
較
文
化
論
集
』
十
二
巻
、
二
〇
二
一
年
）。

（
5
）	
堤
精
二
「
御
伽
人
形
解
説
」（『
岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊
』
所
収
、
日
本
古

典
文
学
会
、
近
世
編
第
三
─
四
巻
、
一
九
七
四
年
）。

（
6
）	

法
心
の
名
は
、『
沙
石
集
』『
元
亨
釈
書
』
で
確
認
で
き
る
が
、
木
履
で
打
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た
れ
た
ゆ
え
に
修
行
の
道
へ
進
ん
だ
話
は
、
そ
れ
ら
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

『
誹
諧
破
邪
顕
正
返
答
』（『
日
本
俳
書
大
系
』
第
六
巻
所
収
、
日
本
俳
書
大
系

刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）
に
は
、
真
壁
平
四
郎
の
伝
記
に
つ
い
て
、「
一
旦
志

を
発
し
て
入
唐
し
て
。
仏
鑑
に
ま
み
え
。
終
に
法
心
坊
と
名
の
り
。
松
嶋
の

円
福
寺
を
開
基
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）	

提
邦
彦
「『
御
伽
人
形
』
考

─
初
期
怪
異
小
説
の
ゆ
く
え
」（『
江
戸
の

怪
異
譚
』
所
収
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）
の
典
拠
一
覧
を
参
考
に
し
た
。

近
松
茂
矩
『
茶
窓
閑
話
』（
享
和
四
年
）
の
引
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

本
に
拠
っ
た
。

（
8
）	『
当
代
記
』
天
正
九
年
二
月
二
十
四
日
の
記
事
（『
史
籍
雑
纂
』
第
二
、
国

書
刊
行
会
、
一
九
一
一
年
）。

（
9
）	

酒
井
憲
二
編
『
甲
陽
軍
艦
大
成
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
─
一
九
九
八

年
）。

（
10
）	（
注
3
）
に
同
じ
。

（
11
）	

桑
田
忠
親
『
大
名
と
御
伽
衆
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
六
九
年
）。

（
12
）	

江
本
裕
「『
狗
張
子
』
注
釈
（
二
）」（『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
』
巻
三
二
号
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

（
13
）	（
注
3
）
に
同
じ
。

（
14
）	

同
内
容
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
三
第
二
十
二
「
相
撲
人
海
恒
世
会

蛇
試
力
語
」
に
も
確
認
で
き
る
。

（
15
）	

本
稿
で
引
用
・
参
照
し
た
『
昔
物
語
治
聞
集
』
は
、
元
禄
十
四
年
板
を
底

本
と
し
た
、
中
根
千
絵
・
加
美
甲
多
・
久
留
島
元
編
著
『
昔
物
語
治
聞
集
』（
三

弥
井
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）
に
拠
っ
た
。

（
16
）	

鳥
取
県
立
図
書
館
所
蔵
本
『
因
府
夜
話
』
上
・
中
・
下
、
坂
本
敬
司
翻
刻
、

二
〇
一
九
年
。『
雪
窓
夜
話
鈔
』
上
、
巻
四
「
平
尾
某
大
蛇
を
斬
る
事
」
に
も
、

『
因
府
夜
話
』
に
登
場
す
る
「
平
尾
某
」
が
大
蛇
を
斬
っ
た
話
は
載
る
が
、『
因

府
夜
話
』
と
は
内
容
が
異
な
る
。「
興
禅
寺
四
世
寂
渾
和
尚
の
話
に
。
今
の
平

尾
某
が
先
祖
三
左
衛
門
（
輝
政
）
様
に
仕
へ
。
播
州
の
片
辺
に
引
籠
り
居
た

り
し
時
に
。
囲
炉
裏
の
自
在
か
ぎ
を
上
よ
り
下
に
蛇
は
ひ
下
り
け
り
。
囲
炉

裏
の
側
に
二
三
歳
の
小
児
の
昼
寝
し
て
。
其
上
に
浴
衣
を
打
ち
か
け
を
け
る

あ
り
。
折
節
平
尾
某
も
囲
炉
裏
の
側
に
座
し
居
た
り
し
が
。
其
の
小
児
を
狙

ひ
て
下
り
来
る
を
見
る
や
。
前
後
を
覚
へ
ず
飛
か
ゝ
り
。
蛇
の
頭
を
脇
差
に

て
斬
を
と
し
。
其
子
を
抱
て
に
げ
出
で
。
ま
た
纒
ひ
つ
き
た
る
蛇
の
胴
体
を

引
つ
か
み
。
自
在
か
ぎ
の
縄
よ
り
い
ろ
り
の
中
に
引
き
落
し
た
る
に
。
炉
中

に
て
大
き
に
は
ね
狂
ひ
た
る
に
よ
り
。
灰
を
吹
立
家
内
一
面
真
闇
に
な
り
け

れ
ば
。
某
も
売
り
に
居
ら
れ
ず
外
へ
立
退
き
け
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）	（
注
3
）
に
同
じ
。

（
18
）	

類
話
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
八
「
祇
園
別
当
感
秀
被
行
誦
経
語

第
十
一
」
や
、
昔
話
「
瓶
に
隠
れ
た
和
尚
」
も
挙
げ
ら
れ
る
。

（
19
）	

長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
六
九
年
）。

（
20
）	

篠
原
進
「
反
・
小
説
の
時
代

─
『
色
三
味
線
』
と
『
曲
三
味
線
』
の
あ

い
だ
」（『
青
山
語
文
』
三
七
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）。

（
21
）	
野
田
寿
雄
「
怪
異
小
説
の
系
譜
と
秋
成
」（『
講
座
日
本
文
学
』
第
八
、
近

世
編
二
、三
省
堂
、
一
九
六
九
年
）。

（
22
）	

高
田
衛
『
大
坂
怪
談
集
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）。

（
23
）	

潁
原
退
蔵
「
近
世
怪
異
小
説
の
一
源
流
」（『
江
戸
文
藝
研
究
』
所
収
、
角
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川
書
店
、
一
九
五
八
年
）。

＊
『
御
伽
人
形
』
本
文
の
引
用
は
、
松
本
恵
美
子
「
資
料
翻
刻
〈
増
訂
・
再
掲
〉

『
御
伽
人
形
』

─
そ
の
一

─
（『
国
語
と
教
育
』
七
巻
、
一
九
八
二
年

十
二
月
）、
松
本
恵
美
子
「
資
料
翻
刻
〈
増
訂
・
再
掲
〉『
御
伽
人
形
』

─

そ
の
二

─
（『
国
語
と
教
育
』
八
巻
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）、
松
本
恵
美

子
「
資
料
翻
刻
〈
増
訂
・
再
掲
〉『
御
伽
人
形
』

─
そ
の
三
・
完

─
（『
国

語
と
教
育
』
九
巻
、
一
九
八
四
年
十
二
月
）
に
拠
っ
た
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
若
手
研
究
、
課
題
番
号
：

23K
12092

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

（
お
か
じ
ま
・
ゆ
か
／
本
学
非
常
勤
講
師
）


